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参画型の半構成的グループ・エンカウンターが 

自己と他者に対する態度変容に与える効果（１） 

－効果測定のための尺度構成と信頼性および妥当性の検討－ 
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Abstract 

The purpose of this study was to develop scales to measure the effects of participational 

semi-structured group encounter on attitudes toward self and others, and to evaluate their 

reliability and validity. Six scales (internal self-disclosure, understanding and acceptance of 

others, self-inquiry and understanding, sense of acceptance by others, self-affirmation and 

acceptance, and expectancy of growth and contribution) were developed. 43 participants 

were asked to rate them just before the sessions. Principal component analysis identified 

one component for each scale, and the scales’ reliability as shown by Cronbach’s α was 

sufficiently high. Furthermore, constructive validity was demonstrated by the correlation 

patterns among the scales. 

 

問 題 

 

１.大学教育における心理教育と構成的グループ・エンカウンター 

 青年期にいる大学生は、自己を確立する心理社会的発達段階にあり、様々な他者との関係を

築き、自己を探求し理解した上で将来の方向を決定することが課題となる時期である

(Erikson,1968)。しかし、親密な友人関係の形成ができず、大学において心理的な居場所がな

いといった問題を抱える学生(八木,2016; 石本,2010)や、自己の特性を明確にできず、大学生活

や将来の職業への意欲を喪失している学生(下山,1995;下坂,2001;松井・中村・田中,2010;古

市,2012)の存在が指摘されている。 

こうした中、大学教育において、自己理解や自己肯定感の向上(水野,2010;水野・嶋原・田積・
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新美・興津,2013;武蔵・河村,2009)、友人関係形成の促進やコミュニケーション能力の育成(青

野,2010;入江・菅原・開・清水,2008;亀ヶ谷,2017)、精神的な問題の予防(亀山・及川・坂本,2016;

清水・児玉,2001;堀・島津,2007)などを目的として、様々な心理教育的実践が行われるようにな

っている。また、看護、教職、保健福祉職、心理専門職といったヒューマン・サービスの分野

の職業を志望する学生や大学院生に対して、職業で必要となるコミュニケーション能力の育成

などを目的としたプログラムも行われている(小坂・永易,2011;長田・松尾・古賀・土作,2001;

田中,2013;長谷川・小澤・森川・松森・沖・島谷,2012;竜崎・阿部,2014)。 

このような心理教育のために広く実践されている代表的な方法の１つが、構成的グループ・

エンカウンター(structured group encounter：以下ＳＧＥと表記)である(水野,2014)。片野

(2003)や河村(2001)に基づいて定義すれば、ＳＧＥとは、参加者の特徴やニーズ、人数や時間

などの条件の下で、心理教育的な目的を持って設定された課題をリーダーが提示し、これに沿

ってグループ・メンバーが自己の内面的探求や感情表現を伴う交流を中心とした活動を行うグ

ループ・アプローチである。ＳＧＥの心理教育的効果については、片野(2007)、押江(2011)、武

蔵(2013)、水野(2014)など多くの研究で実証されている。 

 

２.参画型の半構成的グループ・エンカウンター 

ＳＧＥのルーツの１つであるベーシック・エンカウンター・グループ(basic encounter group：

以下ＢＥＧと表記)は、Rogers(1970)によって、カウンセラーの養成のための集中的グループ体

験の成功から発展したが、筆者もスクール・カウンセラーなど臨床心理分野の職業を志望する

大学院生を対象に、通常の授業と合宿においてＳＧＥを中心とした心理教育プログラムを実施

してきた。 

通常の授業は春学期(４月～７月)に週１回×15 回で行われ、グループ・アプローチをテーマ

に、ＳＧＥなどのグループ体験を用いた心理教育についての解説、筆者がファシリテーターと

なって行うエクササイズへの参加、フォーカシング(Gendlin,1978)を用いた感情の気づき、受

講する大学院生によるエクササイズの開発、ファシリテーションのための傾聴練習が行われる。

そして、通常授業終了後の夏季休業期間に、２泊３日のグループ・エンカウンター合宿が実施

される。合宿では、エクササイズを開発した大学院生がリーダーとしてエクササイズを進行し、

リーダー以外の大学院生は参加者となる。 

エクササイズを設計した者がリーダーとなってエクササイズを進行すると共に、他のエクサ

サイズでは参加者となるというグループ・エンカウンターは、山本(2001)によって開発された

参画型ＳＧＥの方法である。参画型ＳＧＥには、メンバーの参画度と動機づけが高いなどの効

果があるという(上久保・田中・樋口・山本,2000;河野・田中・奥野・山本,2007)。 

また、エクササイズの進行中に、参加者の内面的な体験過程を促進できるような場面で、筆

者が適宜介入を行っている。その結果、しばしば当初の課題にない内面的な体験過程やメンバ

ー間の自由な交流が生まれる点で、半構成的エンカウンター・グループ(semi-structured 

encounter group)の特徴も持っている。半構成的エンカウンター・グループは、テーマが設定

され、メンバー全員が発言するといった構成はあるが、グループの進め方はその展開によって
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柔軟に変更されるようなグループ体験の方法である(森園・野島,2006)。一般的なＳＧＥと比べ

て、半構成的エンカウンター・グループの実践や効果の検討は、森園・野島(2006)や篠原・野

島(2007)など極めて少ない。 

そこで本稿では、参加者がエクササイズを設計し、そのリーダー役を担うと共に、グループ

の展開に合わせて柔軟な進行を行うようなグループ・アプローチを、参画型の半構成的グルー

プ・エンカウンター(participational semi-structured group encounter：以下、ＰＳＧＥと表

記)と呼び、その体験が参加者にもたらす心理教育的効果を明らかにする研究の一環として、ま

ず、ＰＳＧＥの効果指標となる個人の態度要因を特定した上で、これらの傾向を測定する尺度

を構成し、その信頼性と妥当性を検討する。 

 

３.参画型の半構成的グループ・エンカウンターの効果に関する要因 

 ＢＥＧやＳＧＥの実践の多くは、後述するように、自己の開示や探求、自己の肯定や受容、

他者の理解や受容など、自己と他者に対する態度の肯定的な変容を主な目的として行われ、そ

の効果を検討する際にも、こうした態度を測定する心理尺度が用いられてきた。本研究におい

てもまず、ＰＳＧＥの効果として期待される自己と他者に対する態度の要因を明確にしていこ

う。 

（１）内面的な自己開示 

Rogers(1942;1970)は、人間中心のカウンセリングやＢＥＧにおいて、自己の個人的な経験や

感情を表現することが、パーソナリティに肯定的な変容をもたらすことを示した。自己開示に

は、自己を明確化する機能があり(安藤,1986)、ストレスの低減など精神的な適応とも関連して

いる(Jourard,1971;榎本,1997;福岡,2008)。また自己開示は、親密な対人関係を築く際に重要な

役割を果たしている(Altman,1973;Won-Doornink,1979;岡田,2008)。 

ＳＧＥにおいても、自己の価値観や性格の傾向、過去の経験や現在の感情など、自己の内面

に関わる情報について自己開示を行うエクササイズが多く行われ、参加者の自己発見や感情表

現の交流を促進する上で中心的な役割を果たしている(國分・片野,2001)。こうしたことから、

平山(1993)や水野ら(2013)は、自己開示をＳＧＥの効果を測定する尺度やその項目として取り

上げている。 

 そこで本研究では、否定的な面を含めて自己の考えや感情を他者に伝えていることを内面的

な自己開示と呼び、ＰＳＧＥの効果を測定する尺度の１つとして取り上げる。 

（２）他者の理解受容 

グループの中で参加者が自己開示を行ったとしても、メンバーがそれをどのような態度で聴

くかによって、その効果は大きく異なってくるだろう。Rogers(1942;1958)は、カウンセラーの

受容的な態度が、クライエントの自由な自己表現を促進するという。ＢＥＧにおいても、聴き

手が相手を尊重する態度で傾聴し、共感的に理解しながら支援することが、話し手の自己探求

や自己開示を促す心理的に安全な雰囲気を作るという(Rogers,1970;安部,2010)。福岡(2008)や

山田・及川(2016)も、自己開示に対する他者からの受容が、開示者の肯定的な感情変化や問題

の再解釈を促すことを明らかにしている。 
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また、他者を尊重する態度で理解し受容するという情緒的な支援行動は、自己開示の聴き手

にとっても、親密な対人関係を築くために役立つだけでなく(Alberti & Emmons,1970;伊

藤,2003)、臨床心理や看護などヒューマン・サービスの専門職を志望する者にとって不可欠な

スキルでもある(Rogers,1986;永野,2004)。他者の理解と受容は、ＳＧＥがもたらす成果の１つ

として取り上げられており(片野,1994;武蔵 2013)、ＳＧＥの効果を測定する尺度としても用い

られている(平山,1993;水野ら,2013)。 

そこで本研究では、他者の考えや感情を尊重して理解し受容するなどの情緒的な支援をして

いることを他者への理解受容と呼び、ＰＳＧＥの効果を測定する尺度として取り上げる。 

（３）自己の探求理解 

 Rogers(1942;1959;1970)は、受容的なセラピーやＢＥＧの中で、自己の感情などの内面を探

求し理解しながら、自己実現が促されることを示した。ＳＧＥにおいても、自己への気づきに

よる行動変容が重要な目的の１つとされている(片野,2003)。本研究が取り上げるＰＳＧＥの合

宿でも、受容的な雰囲気の中で、グループのメンバーが自己の内面や行動について振り返り、

理解していくと同時に、こうして得られた気づきをお互いに表現し理解し合う交流に多くの時

間が使われる。この中で参加者は、否定的に思われるものも含め、安心して自己の内面を探求

し、自己理解を深めていくことができる(Rogers,1970;國分・片野,2001)。 

また、自己の探求や理解の具体的な行動といえる自己への内省やフォーカシング的な自己注

意は、自己の受容と信頼(高野・坂本・丹野,2012;河崎,2010)や、うつ傾向の低さなど精神的な

適応(伊藤,2000;高沢・伊藤,2009; 福盛・森川,2003;田淵・及川,2018)と関連があり、自己理解

の深化には、自己受容や自己実現的態度を引き出す効果があることも示されている(青木,2009)。 

こうした自己の探求と理解は、自己を確立していく時期にいる学生に限らず、臨床心理の専

門職を志望する者にとっても重要な経験といえ(竜崎・阿部,2014)、自己発見や自己理解は、Ｂ

ＥＧやＳＧＥの効果を測定する尺度やその項目になっている(平山,1993;水野ら,2013)。 

そこで本研究では、否定的な面を含めて自己の心理やその傾向を探求し理解していることを

自己の探求理解と呼び、ＰＳＧＥの効果を測定する尺度として取り上げる。 

（４）他者からの受容感 

ＢＥＧやＳＧＥの中で、否定的な面を含めて自己開示し、それがメンバーから理解され受容

されるという経験は、他者から自己を理解され受容されている感覚を生む(Rogers,1970;水

野,2012;武蔵,2013)。Rogers(1942;1958)によれば、周囲の人からの理解や受容は、さらなる自

己の探求と開示を促し、こうした過程を通して、自己の統合などパーソナリティの肯定的な変

化が可能になるという。 

他者からの受容感は、自己の肯定や受容(Leary,Haupt,Strausser,& Chokel,1998;原澤,2017)

だけでなく、うつ傾向の低さのような精神的な適応(杉山,2002;諸井・坂上・野島・岡本,2015)

や、社会的スキルの高さなどの社会的な適応(鈴木・小川,2007;徳永・稲畑・原田・境,2013)と

も関連がある。片野(2007)は、ＳＧＥでの他者からの受容体験が自尊感情を高めると述べてお

り、藤田・西川(2002)は、他者からの受容感をＳＧＥの効果を測定する尺度として用いている。 

そこで本研究では、否定的な面を含めて自己の心理やその傾向を他者から理解され受容され
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ていると感じていることを他者からの受容感と呼び、ＰＳＧＥの効果を測定する尺度として取

り上げる。 

（５）自己の肯定受容 

否定的な面を含めて自己を内省し理解する経験や、自己を他者から理解され受容される経験

は、自分自身の性格や経験などについて否定的な面を含めて肯定し受容する態度を生み出すと

いう(Rogers,1980;高野ら,2012)。 

自己の肯定と受容は、自己開示傾向 (高野ら ,2012)や自己の内省および明確性 (亀

田,2003;Campbell,Trapnell,Heine,Katz,Lavallee,& Lehman,1996;高橋・伊藤,2014)と関連が

あると同時に、主観的幸福感のような精神的な適応(牧野・田上,1998;高坂,2011;伊藤・小

玉,2005)や、他者への共感と受容、利他的性格、対人関係への満足などの社会的な適応(板

津,2006;沢崎,1985;原田,1992;赤川・下田・石津,2016)との関連も示されている。 

またＢＥＧにおいて、自己の肯定や受容は、自己を統合していく過程における重要な局面と

されている(Rogers,1942;1970)。押江(2011)、高田・坂田(1997)、水野(2010)、本田・大島・木

嶋・内栫(2008)は、ＢＥＧやＳＧＥによって自尊感情や自己受容が高まることを明らかにして

おり、これらはＳＧＥの効果を測定する尺度としても用いられている(水野,2012;水野ら,2013)。 

そこで本研究では、否定的な面を含めて自己の特性や存在を肯定し受け入れていることを自

己の肯定受容と呼び、PＳＧＥの効果を測定する尺度として取り上げる。 

（６）成長貢献への期待 

 Rogers(1970)や片野(2003;2007)は、ＢＥＧやＳＧＥのようなグループ体験が心理的成長をも

たらすとしていると共に、自己の肯定や受容を心理的成長の重要な側面の１つと考えている。

水野(2016)は、ＳＧＥによる心理的成長の具体的内容として、この他に自己の発見や表現、他

者への信頼感や受容を挙げている。そして、磯野・飛永(2012)、信野(2008)、亀田・相良(2011)、

有馬(2010)、Park,Cohen,& Murch(1996)は、自己開示、自己の内省や理解、自己肯定や受容、

他者への支援が自己成長感を高めることを示している。ＰＳＧＥ体験を通して、自己の内面を

探求し理解しながら、それを開示できた者や、それを他者から受容され、自己を肯定し受容す

るようになった者、他者を理解し受容するなどの情緒的な支援ができるようになった者は、自

分が心理的に成長し、他者にも貢献できたと思うだろう。 

こうした自己や他者に対する態度変容が集中的なグループ体験の中のみで終わってしまうな

らば、その意義は限定的となるが、Rogers(1970)が例証しているように、こうした変化はグル

ープ体験で終結するものではなく、その後の日常生活の中でも継続していく。武蔵(2013)は、

日常生活でも自己の態度を変容させるように動機づけることをＳＧＥの目的として挙げており、

参加者が集中的なグループ体験後も、自己の成長や他者への貢献に動機づけられることが望ま

しいだろう。 

Bandura(1977)のように、持続的な動機づけを効力期待によって説明する理論に基づけば、

自己の成長や他者への貢献が可能であるという効力期待が、グループ体験後の自己成長や他者

貢献への動機づけを高めると考えられる。しかし、様々な経験の結果として生じる成長感に関

する研究(Park,et al.,1996;信野,2008;磯野・飛永,2012)や、現在の他者への貢献感に関する研究
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(野田,1998;高坂,2011)は行われているが、今後も成長や貢献が可能であるという効力期待につ

いては、細川・津田・松本(1993)がＢＥＧ参加者の記述として挙げている自己変化への期待や、

Robitschek,Ashton,Spering,Geiger,Byers,Schotts ,& Thoen(2012)が自己成長の主体性の項目

として取り挙げている自己成長への効力感の他、金子(2003)や藤里・小玉(2011)の研究に関連

する質問項目が散見されるのみである。 

そこで本研究では、自己を心理的に成長させ、他者に貢献できるようになるという将来に対

する期待を成長貢献への期待と呼び、ＰＳＧＥの効果を測定する尺度として取り上げる。 

 以上の検討から本研究では、ＰＳＧＥの効果に関連する要因として、内面的な自己開示、他

者の理解受容、自己の探求理解、他者からの受容感、自己の肯定受容、成長貢献への期待の６

つを取り上げる。そして、これら６要因の測定尺度を構成した上で、内的整合性の指標によっ

て尺度の信頼性を検討し、最後に、各尺度間の相関関係に基づいて基準関連妥当性を検討する。 

 

方 法 

 

１.参画型の半構成的グループ・エンカウンター合宿の実施概要 

 ＰＳＧＥ合宿は 2006 年～2016 年の毎年 9 月に行われた。参加者は各回 7 名～14 名で、参

加者は合宿前の春学期にグループ・アプローチの授業を受講した大学院生である。 

合宿は 2006 年のみ 3 泊 4 日で、他の 7 回は 2 泊 3 日で実施され、最初に筆者によるオリエ

ンテーションと導入エクササイズを行った後、大学院生が開発したエクササイズを５～７セッ

ション実施し、最後に筆者による振り返りのエクササイズを行って終了した。各エクササイズ

の所要時間は１時間～３時間程度である。合宿で実施されたエクササイズの例を表１に記す。 

 

２.調査の時期と対象 

ＰＳＧＥ合宿の参加者に対して、合宿の 1 か月前、開始直前、終了直後、1 か月後の４つの

時点で同一の質問紙を配布し回答を求めた。また参加者には、研究の趣旨と調査内容を説明し、

調査結果は匿名化して分析され発表されること、研究への協力は自由意志で決められることを

伝え、全員の同意を得た上で調査を実施した。 

実施時間が少なかった 2007年と全時点で調査が実施されなかった 2009年と 2010年を除く

8 回の合宿参加者、計 43 名を対象とし、開始直前の回答データを用いて、尺度の信頼性と妥当

性を検討した。参加者の構成は、男性が 19 名(44.2％)、女性が 24 名(55.8％)、年齢は 21 歳～

51 歳で、大学卒業後に大学院に進学した者が 33 名(76.7％)、就業経験後に大学院に進学した

者が 24 名(23.3％)である。 

 

３.調査項目 

 内面的な自己開示、他者への理解受容、自己の探求理解、他者からの受容感、自己の肯定受

容、成長貢献への期待の６つの要因に関する質問項目を、Rogers(1970)、細川・津田・松本(1993)、
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平山(1993)、松浦・坂原・清水(2005)、杉山(2002)、沢崎(1993)、金子(2003)を参考に新たに作

成した。各要因の質問項目を表２～表７に示す。表中の(R)は逆転項目を表している。すべての

項目は、”まったく当てはまらない”から”かなり当てはまる”までの７段階評定尺度である。 

 

 

 

４.分析方法 

 まず、内的整合性に基づいた尺度の信頼性を検討するため、各尺度の質問項目に対する回答

表１　グループ・エンカウンター合宿で実施されたエクササイズの例

１.身体的な表現や動作を行う課題

(1)指示役と目隠しやマスク(話さない)をして作業する役に分かれ、新聞紙を積んて高さを競う。

(2)ペアになって目を閉じて手をつなぎ、メンバーへの気持ちや感謝を手の動きで伝える。

２.ゲームの中で自己表現を行う課題

(1)フルーツ・バスケットでオニが性格を表す言葉を伝え、該当する人が立って椅子を移動する。

(2)ジェスチャーゲームで、自分を動物に例えてそれを動作で表現し、メンバーが当てる。

３.仮想的設定で創作や演技を行う課題

(1)提示された物語の中の主人公になり、魔法で願いが叶うなら何を願うかを答える。

(2)葛藤する選択がある場面を提示し、自分やメンバーならどうするかと理由を考えて説明する。

４.絵や造形物で自己表現を行う課題

(1)提示された状況での自分の内面を色や形で表現し、本人が説明してメンバーが印象を伝える。

(2)自分の特徴を色や形で画用紙に表現し、自分の好きな面と嫌いな面を記入して説明する。

５.提示した設定に沿って自己開示する課題

(1)自分を表す色のカードを選んで説明する。メンバーもその人を表す色のカード選んで説明する。

(2)動物、色、音楽、天気などの選択肢から、自分の性格を表すものを選んで表現し説明する。

６.紙面上で自己開示の内容を記述・配置する課題

(1)自分を紹介するパンフレット(性格や物事への好み、価値観などの項目)を作成して説明する。

(2)自分の性格を表す11枚のカードを選び、サッカーチームのメンバーのように配置し説明する。

７.ゲーム等でテーマを指定して自己開示する課題

(1)テーマが記されたすごろくで、止まった場所のテーマについて自己開示する。

(2)袋に入ったカードを取り出し、記されたテーマについて自己開示する。

８.否定的な認知や感情の転換を図る課題

(1)自己の否定的な面を受容した上で、肯定的な観点を探したり、リフレイミングを行う。

(2)怒り・恐怖・悲しみ等の感情経験を紙面に記入し説明して、その紙を丸めて箱に投げ入れる。

９.コミュニケーション・スキルの練習を行う課題

(1)人間関係での不快体験を開示し、その感情を感じた上で、アサーティヴな伝え方を考える。

(2)大切・苦手なこと等のテーマで、Aが話しBが傾聴しCが観察した後で、振りかえりを行う。

１０.メンバーのフィードバックから自己理解を図る課題
(1)メンバーと本人が性格や志向、動物等による比喩を紙面に記し、比較して発見を話し合う。

(2)メンバーの良い点・魅力・合宿中の影響・感謝を紙面に記し、本人が受け取り感想を話し合う。
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に対してそれぞれ主成分分析を行い、尺度の一次元性を確認した上で、信頼性係数(α 係数)を算

出した。 

次に、基準関連妥当性を検討するため、各尺度の質問項目に対する回答の合計を尺度得点と

し、全尺度間の相関係数を算出した。一般に基準関連妥当性は、対象となる尺度について、そ

れらと関連が強いと予測される外的要因の尺度との相関関係に基づいて検討される。しかし本

研究では、６つの要因をそれぞれ独立した態度として定義した上で尺度化しており、その関係

性が多くの研究で取り上げられ十分に検討されていることや、ＰＳＧＥ合宿の実施における時

間的な制約上、効果測定の尺度以外に質問項目を設定することが難しかったことから、上記６

要因の尺度間に示された相関関係から、各尺度の妥当性を検討することとした。 

 

結 果 

 

本研究で取り上げた６要因の尺度得点に対して、それぞれに行った主成分分析の結果と信頼

性係数を表２～表７に記す。各尺度とも、すべての質問項目が第１主成分に対して高い負荷量

を示した。 

各尺度の信頼性係数は、α＝.60～α＝.86 の値を示し、他者の理解受容(α＝.60)と自己の探求

理解(α＝.69)の信頼性が若干低いものの、他の尺度については、α＝.78 以上の高い信頼性が得

られた。 

 

 

 

表２　内面的な自己開示の主成分分析

　　　　　　　　　　質　問　項　目　　　　　　　α＝.80 Ⅰ

Q20.私は、ありのままの気持ちをうまく表現できないことが多い。(R) 0.87

Q21.どう思われるかを考えると、自分のことを人に言えなくなってしまう。(R) 0.83

Q18.私は、自分が感じたままを、他者に伝えることができる。 0.74

Q19.親しい人にも、心の内を明かすことは少ない。 (R) 0.74

Q17.私は親しい人に、自分の悩みや失敗などを話している。 0.69

　　　　　　　　　　固　有　値 3.02

表３　他者の理解受容の主成分分析

　　　　　　　　　　質　問　項　目　　　　　　　α＝.60 Ⅰ

Q29.私は、相手の考えや気持ちを尊重しながら、接している。 0.72

Q30.私は、悩みを抱える人の心の支えになることができる。 0.69

Q31.私は、自分と性格や価値観の合わない人でも、受け入れることができる。 0.68

Q28.私は、他人がどのような気持ちでいるのかうまく察することができない。(R) 0.51

Q32.私は、相手に対する評価によって、その人への態度が変わってしまう。(R) 0.45

　　　　　　　　　　固　有　値 1.93
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６要因に関する尺度得点間の相関係数を表８に記す。内面的な自己開示と他者への理解受容

との間に有意な相関がみられなかったことを除けば、他のすべての要因間には 1％水準で有意

な相関があった。 

内面的な自己開示と成長貢献への期待との相関が r =.41、自己の探求理解との相関が r =.44、

他者への理解受容と他者からの受容感との相関が r =.42 と比較的弱い相関が示されたのに対

表４　自己の探求理解の主成分分析

　　　　　　　　　　質　問　項　目　　　　　　　α＝.69 Ⅰ

Q12.自分の心の問題に向かい合うのはいやだ。  (R) 0.80

Q15.私はいつも、自分がどのような気持ちでいるのかわかっている。 0.75

Q14.私は、自分のやりたいことが何なのかわからない。(R) 0.67

Q11.いやな面も含めて、自分がどんな人間なのか深く知りたいと思う。 0.62

Q13.私は、自分の性格の長所や欠点について、よく理解している。 0.47

　　　　　　　　　　固　有　値 2.26

表５　他者からの受容感の主成分分析

　　　　　　　　　　質　問　項　目　　　　　　　α＝.78 Ⅰ

Q25.私の気持ちに心から共感してくれる人が身近にいる。 0.80

Q24.本当に自分のことを理解してくれる人はいないと感じる。(R) 0.77

Q26.周りの人は、欠点も含めて私を受け入れてくれると感じる。 0.74

Q22.周囲の人たちは、私のことをよくわかってくれる。 0.70

Q23.他人には、私の考えていることがわからないと思う。(R) 0.57

　　　　　　　　　　固　有　値 2.59

表６　自己の肯定受容の主成分分析

　　　　　　　　　　質　問　項　目　　　　　　　α＝.78 Ⅰ

Q04.私には欠点や失敗もあるが、それでも自分が好きだ。 0.82

Q03.私は、今の自分をありのままに認めることには抵抗がある。(R) 0.80

Q01.たとえ人に誇れるものがなくても、自分は価値のある人間だと思う。 0.76

Q05.自分のこれまでの人生について、後悔することが多い。(R) 0.74

Q02.私は、性格や外見などの自分の特徴を受け入れている。 0.63

　　　　　　　　　　固　有　値 2.83

表７　成長貢献への期待の主成分分析

　　　　　　　　　　質　問　項　目　　　　　　　α＝.86 Ⅰ

Q06.私は、魅力的な人間に成長できると思う。 0.84

Q09.私はこの人生で、何か価値あることができる気がする。 0.82

Q10.私は、人の役に立つ人間になれると感じる。 0.80

Q07.私は、自分をより良く変えていくことができると思う。 0.80

Q08.自分の心の問題を解決できるとは思えない。(R) 0.69

　　　　　　　　　　固　有　値 3.15
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し、自己の肯定受容と成長貢献への期待との相関が r =.76、自己の肯定受容と自己の探求理解

との相関が r =.72、成長貢献への期待と自己の探求理解との相関が r =.67 と比較的強い相関が

示された。 

 

 

 

考 察 

 

１.尺度の構成概念妥当性 

 ６つの要因はいずれも、ＢＥＧやＳＧＥの効果に関する研究に加え、関連する多くの研究知

見に基づき、互いに独立した態度としてその意味を明確に定義した。その上で、それらの意味

内容を反映した質問項目を設定し、各要因の効果を測定する尺度を構成した。こうした過程を

通して、６つの尺度の構成概念妥当性を示すことができたと考える。 

 

２.尺度の内的整合性と信頼性 

６要因の尺度得点それぞれに対して行った主成分分析の結果からは、全尺度ともに一次元性

が確認された。また、他者の理解受容と自己の探求理解の信頼性係数は若干低いものの、他の

４つの尺度については高い信頼性係数が得られた。全体として、本研究で構成された６つの尺

度については、一定の内的整合性が示され、効果測定に必要な信頼性を確保できたといえる。 

 

３.尺度間の相関関係と基準関連妥当性 

６つの尺度得点間の相関分析の結果から、内面的な自己開示と他者の理解受容との間に有意

な相関がみられなかったが、それ以外の全要因間に有意な相関が示され、６つの要因が相互に

関連し合っていることが示された。 

次に、それぞれの要因間の相関関係について過去の研究知見に基づきながら解釈することに

よって、各尺度の基準関連妥当性を検討していく。 

（１）内面的な自己開示と他の要因との関係 

内面的自己開示と他者の理解受容との間には有意な相関がみられなかった。Riggio(1986)は、

      内面的な自己開示         他者の理解受容        自己の探求理解      他者からの受容感        自己の肯定受容

他者の理解受容 0.15

自己の探求理解 0.44 ** 0.49 **

他者からの受容感 0.55 ** 0.42 ** 0.54 **

自己の肯定受容 0.56 ** 0.46 ** 0.72 ** 0.63 **

成長貢献への期待 0.41 ** 0.53 ** 0.67 ** 0.62 ** 0.76 **

** p ＜ .01　N =43

表８　参画型の半構成的グループ・エンカウンターの効果に関する要因間相関
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伝達と解読を異なる社会的スキルのタイプとして分類しており、藤本(2013)も、表現と解読、

自己主張と他者受容をそれぞれ対比させたコミュニケーション・スキルのモデルを提案してい

る。同様にして、自己の内面について他者に開示する行動と他者の内面を理解し受容しながら

支援する行動も、対比的なコミュニケーション行動といえ、松島(1999)の研究でも、自己開示

と他者理解の相関はかなり低いことが示されている。したがって、自己について開示できる者

が必ずしも他者を理解し受容できるとは限らないといえる。 

一方で、内面的な自己開示には、他者からの受容感や自己の肯定受容との間に比較的強い相

関が示された。これらの結果は、自己開示と他者からの受容感との正の相関を示した城(2012)

の知見や、自己開示と自尊感情や自己受容との正の相関を示した亀田(2003)および高野ら

(2012)の知見と合致する。片山(1996)が指摘しているように、自己開示に対しては他者からの

否定的反応も予期されるため、抵抗感も生じうる。しかし、他者からの受容感と自己の肯定受

容はいずれも、他者に対する不安を含むシャイネスや評価懸念と負の相関があり(徳永ら,2013;

赤川ら,2016;田中・下田,2013)、他者から受容されていると感じていたり、自己を肯定し受容で

きている者は、周囲の他者から自分が否定される不安が少ないといえる。このため、安心して

自己の内面について他者に開示できるのだと思われる。 

内面的な自己開示は、自己の探求理解や成長貢献への期待との間にも正の相関を有していた。

内面的な自己開示には自己を振り返る内的過程が伴うため、自己理解を促す効果がある(安

藤,1986)。したがって、自己の内面について他者に開示する者ほど、自己について振り返り理

解している傾向にあるといえる。 

また上記のように、自己開示には自己を明確にする機能に加えて、ストレス低減などの効果

があり(安藤,1986;福岡,2008)、Jourard(1971)は、自己開示を精神的な健康を獲得する手段であ

るとしている。さらに Rogers(1942)は、否定的な感情の自己開示が成長への欲求を引き出すと

述べており、亀田・相良(2011)も、いじめ経験の自己開示が成長感を高めることを明らかにし

ている。したがって、自己開示をする者ほど自分が心理的に成長できるという期待も高いのだ

といえる。一方、自己開示が他者への貢献感を直接高めるとは考えにくい。ただし自己開示に

は、対人関係の親密化を促す効果があり(Altman,1973;岡田,2008)、親密な関係においては、相

手に支援を与える傾向がある(Clark,Ouellette,Powell,& Milberg,1987)。自己開示をする者は、

親密な関係を築き、相手への支援を通して他者に役立っていると感じられるため、自分が他者

に貢献できるという期待も高いと考えられる。以上のような理由から、内面的な自己開示と成

長貢献期待との間に関係がみられたのだろう。 

（２）他者への理解受容と他の要因との関係 

他者への理解受容は、成長貢献への期待との間に比較的強い相関が示された。Rogers(1980)

は、他者への傾聴を通して自己成長を感じることができると述べており、有馬(2010)や Park,et 

al.(1996)は、情緒的な支援を行う経験が自己成長感を高めることを示している。他者への理解

や受容のような情緒的な支援ができる者は、それによって自己成長を実感できると思われ、成

長貢献への期待が高いのだといえる。 

他者への理解受容には、自己の探求理解や自己の肯定受容との間にも正の相関がみられた。
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Rogers(1959)は、自己への気づきや肯定的配慮が生まれると、他者にも肯定的配慮を持つよう

になるという。沢崎(1985)や板津(2006)の研究でも、自己の肯定や受容と他者への共感や受容

との間に正の相関が示されている。自己の内面を振り返って理解し、自己を肯定し受容できる

者は、他者に対しても、その内面を理解して受容しようとするのだと考えられる。一方、山本・

堀・大塚(2008)は、他者への支援提供が自尊感情を高めることを示しており、他者への理解や

受容のような情緒的な支援を与えることができた経験が、自己への肯定受容を高めるという逆

方向の影響過程も存在するかもしれない。 

他者への理解受容はまた、他者からの受容感とも正の相関を持っていた。藤原・濱口(2011)

や徳永ら(2013)は、他者の理解や傾聴のような社会的スキルの高さと他者からの承認や受容感

に正の相関があることを示している。他者を理解し受容できる者は、そうした情緒的な支援を

他者に与える結果、相手からも承認や受容を得られるため、他者からの受容感も高くなると考

えられる。ただしこの場合も、他者から理解され受容されてきた者が、返報的に他者を理解し

受容するようになるという逆方向の因果関係も存在する可能性があるだろう。 

（３）自己の探求理解と他の要因との関係 

自己の探求理解には、自己の肯定受容や成長貢献への期待との間にかなり強い相関が示され

た。先述の通り、自己への内省やフォーカシング的な自己注意のように自己を探求し理解する

行動には、自己への受容や信頼との間に正の相関がみられる(高野ら ,2012;河崎 ,2010)。

Rogers(1942;1959;1980)によれば、自己を振り返り理解するだけでなく、そうして気づいた自

己の側面に対して肯定的配慮ができると、さらに自己を振り返り理解していくようになるとい

う。否定的な面を含めて自己を受容できる者は、自己の内面にある否定的な側面を知ることに

よって自己を脅かされないため、抵抗なく自己を探求し理解を深めることができるのだろう。

こうしたことから、自己の探求理解と自己の肯定受容に強い関係がみられたといえる。 

また Rogers(1970;1942)は、自己を振り返り理解することが心理的な成長をもたらすと主張

した上で、自己への肯定的な配慮や受容を、ＢＥＧで生じる心理的な成長として重視している。

先述の通り、自己への内省やフォーカシング的態度は、精神的な適応やその増進(高沢・伊

藤,2009;田渕・及川,2018)だけでなく、共感的能力など社会的な適応とも関連することが示され

ており(Joireman,Parrott,& Hammersla,2002;高沢・伊藤,2009;酒井・河崎・池見,2017)、

Rogers(1959)が指摘する通り、自己の理解や受容ができると他者への理解や受容もできるよう

になると考えられる。したがって、自己を振り返り理解している者は、自己の肯定や受容の態

度を築き、精神的な健康度を高めるなどの心理的な成長を果たすだけでなく、他者を理解し受

容するといった情緒的な支援もできるようになるといえる。こうした理由から、自己の探求理

解と成長貢献への期待との間に強い関係が示されたのだろう。 

さらに自己の探求理解は、他者からの受容感との間にも比較的強い相関を有していた。先述

のように、Rogers(1958;1970)や國分・片野(2001)は、カウンセリングやＢＥＧ、あるいはＳＧ

Ｅなどのグループ体験の中で、他者から自己を理解され受容されるような関係性が築かれ、安

心して自己を振り返り理解していくことができるとしている。他者からの受容が持つこうした

心理的効果は、日常生活においても生じると考えられ、他者との関係の中で受容感を感じてい
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る者ほど、自己を探求し理解することもできるのだといえる。 

（４）他者からの受容感と他の要因との関係 

他者からの受容感には、自己の肯定受容や成長貢献への期待との間に強い相関があった。

Rogers(1959;1980)は、他者から肯定的配慮を受けられる関係の中で、自己を受容できるように

なるという。周囲の人々からの肯定や受容が自尊感情や自己受容を高めることを示す研究も多

い(Leary,et al.,1998;原澤,2017;杉山,2002;櫻井,2014)。こうしたことから、他者からの受容感

と自己の肯定受容に強い関係があったといえる。 

また他者からの受容感は、抑うつや疎外感との間に負の相関が、日常生活における課題遂行

への積極性を表す自己投入感や達成動機との間に正の相関があり(杉山,2002;諸井ら,2015;名

取・三輪,2008)、社会的スキルとの間にも正の相関が示されている(鈴木・小川,2007;徳永

ら,2013)。このように他者から理解され受容されている感覚は、自己を肯定し受容する態度を

生むだけでなく、精神的な適応や社会的な適応を高めるなど、心理的な成長の土台となる重要

な要因である。さらに他者からの受容感は、Rogers(1942;1958;1959)、鈴木・小川(2007)、滑

川・伊藤・横田(2007)、沢崎(1985)、有馬(2010)が示すように、他者への肯定的な配慮や傾聴を

含めて情緒的な支援を行う態度も育てる。以上のことから、他者からの受容感が高いほど、今

後も自己を成長させ、他者に貢献できるという成長貢献への期待も高いのだと考えられる。 

（５）自己の肯定受容と他の要因との関係 

自己の肯定受容と成長貢献への期待との間には、本分析の中で最も高い相関が示された。先

述のように Rogers(1970)は、自己の肯定や受容を心理的な成長の重要な側面としており、水野

(2016)も、自己受容を心理的な成長の具体的内容の１つとして取り上げている。 

また自己の肯定や受容は、自己成長への積極性や失敗後の心理的成長と関連がある(徳吉・岩

崎,2014;新延・今野,2014)だけでなく、他者への共感や受容、社会的な支援の提供、他者への貢

献感のような向社会的な態度とも関連がある(板津,2006;沢崎,1985;住友,1996;山本・堀・大

塚,2008;高坂,2011)。このように、自己への肯定や受容ができている者は、日常生活の中で自己

の心理的な成長や他者への貢献に対して積極的に行動しそれを実現している。さらに自尊感情

の高い者は、自己の将来を肯定的に認知していることから(白井,1994; 宮本・中田・堀野,1994)、

将来も自己の成長や他者への貢献ができるという期待も高いと考えることができる。こうした

理由から、自己の肯定受容と成長貢献への期待との間に強い関係がみられたのだろう。 

以上のように、ＰＳＧＥの効果指標となる６つの要因を測定するために構成された尺度間の

相関関係は、これらの要因間の関係を検討した従来の多くの研究知見とも整合していた。こう

した考察から、６つの尺度の基準関連妥当性を示すことができたと考える。 

 

４.本研究の意義と課題 

 本研究は、ＰＳＧＥの合宿体験が、参加者の自己と他者に対する態度変容に与える効果を明

らかにするために、まず、従来の研究知見に基づいて、内面的な自己開示、他者の理解受容、

自己の探求理解、他者からの受容感、自己の肯定受容、成長貢献への期待という６つの要因を、

ＰＳＧＥの効果を検証するための指標として特定した。 
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次に、これらの要因の定義を明確にした上で、その意味内容を反映した測定尺度を構成した。

そして、ＰＳＧＥの合宿参加者の回答データを用いて、尺度の信頼性と妥当性を検討した結果、

２つの尺度については信頼性が若干低いものの、全体として一定の内的整合性が示され、尺度

の信頼性が得られた。また、これらの尺度間の相関関係は、従来の多くの関連する研究知見と

整合し、基準関連妥当性も示すことができた。 

ただし、本研究の分析に用いられた対象者は 43 名と少なかった。したがって今後は、信頼性

の低かった尺度について改善を加えた上で、対象者数を増やし、さらなる検討を加える必要が

あるだろう。 
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